
平成 15年 8月 31日 第 1362号 発行 :湯沢町役場総務課
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湯
沢
町
町
民
憲
章

9

月
10
H
宅ま

屋

外

広

孝

物
あ
ｉ

や
め
て
！
違
反
広
告
物
　
・美
し
い
景
観
の
た
め
に
ル
ト
ル
を
守
っ
て
１

届

広
告
板
や
壁
面
広
告
、
は
り
紙
、
は
り
札
、
一二立
看

板
や
の
ば
り
旗
な
ど
の
屋
外
広
告
物
が
無
秩
序
に

氾
濫
す
る
と
、
街
並
や
自
然
の
美
し
さ
を
損
ね
る

ば
か
り
か
、
落
下
等
に
よ
り
皆
さ
ん
に
危
害
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
屋
外
広
告
物
条
例
で
広
告
板
等
の
設

置
や
は
り
紙
等
の
表
示
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
を
定

め
て
い
ま
す
。

自
分
の
営
業
所
等
に
出
す
面
積
１０
２ｍ
以
内
の
自

家
用
広
告
物
な
ど
を
除
き
、
知
事
の
許
可
を
取
ら

な
か

っ
た
り
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
や
物
件
に

設
置
。表
示
し
た
り
す
る
と
条
例
違
反
と
な
り
、
そ

の
広
告
物
に
違
反
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
り
、
撤
去

を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
罰
金
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

０
広
告
板
等
の
設
置
に
許
可
が
要
る
地
域
と
は
…

日
町
の
用
途
地
域

（市
街
地
）
内
と

一
般
国
道
、
主

要
地
方
道
、
鉄
道
の
両
側
１
０
０
ｍ
以
内
の
区

域
で
す
。

こ`!″ノ 

ー

０
広
告
板
等
の
設
置
で
き
な
い
地
域
と
は
…

国
高
速
道
路
、
新
幹
線
か
ら
両
側
３
０
０
ｍ
以
内

は
設
置
が
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
一
般
国
道
、
主
要

地
方
道
、
鉄
道
の
両
側
５０
ｍ
以
内
は
原
則
と
し

て
許
可
で
き
な
い
区
域
で
す
。
（い
ず
れ
も
用
途

地
域
を
除
く
）

※
広
告
主
は
区
域
内
か
ど
う
か
を
設
置
業
者
に
確

認
し
、
違
反
物
は
速
や
か
に
是
正
し
て
く
だ
さ

０
は
り
紙
等
の
表
示
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
件
と

よ

…

日
電
柱
や
街
灯
柱
、
街
路
樹
、
道
路
標
識
や
道
路
上

の
柵
、
消
火
栓
、
郵
便
ポ
ス
ト
や
電
話
ボ

ッ
ク
ス

な
ど
で
す
。
こ
の
う
ち
電
柱
と
街
灯
柱
に
は
柱

所
有
者
の
承
諾
が
あ
れ
ば
、
巻
付
け
看
板
、
袖
付

け
看
板
な
ど
が
表
示
で
き
ま
す
が
、
す
べ
て
の

物
件
で
は
り
紙

・
は
り
札

・
立
看
板
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

六
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
違
反

広
告
板
等
の
是
正
指
導
や
は
り
紙

等
の
除
去
を
行

っ
て
い
ま
す
。
公
共

目
的
や
選
挙
運
動
な
ど
、
条
例
の

ル
ー
ル
が
適
用
除
外
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
】

六
日
町
土
木
事
務
所
庶
務
課

ＴＥＬ

７

７

２

・

３

９

５

２

00 0
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雰‖

生

病院運営審議委員を公募します・・ 必学会お2

温水健康体操教室に参加してみませんか なん3

湯沢花のまちコンテスト入賞作品決定 彰載抒4

外国人は恐 くない講演会 彰“
や午tお ″会分5

社会福祉協議会 町史編さん室職員募集 枚分6
歯科保健図画ポスターコンクール t毎 彰技命7

湯沢町の保育園 や等4帝 彰,お γ'■ ヽ主8～ 9
引き揚げ者の皆さんへ 苺を会舟学会弟単t第 10

魚沼消防署湯沢分署からのお知らせ お笠'ル 11
お 知 ら せ

″ 影 食 分 七 会 丼 影 会 毎 等 会 舟 単

'12～ 14

9月 の 暦
あ
"'毎

争 t a彰 ,第 Ⅲ ,分 ,,分
15

9月 の救急診療当番 ,ら ヽ載分お金分空,Ⅲ 16

主

な

内

容

(1)



平成 15年 8月 112日 付けで下水道事業受益者負担金の賦課対象区域が

拡がりました。新たに負担金がかかる区域は下表のとおりです。

負担金は土地面積 1だ あたり462円で、総額を 5年に分割し、さらに 1

年を 4期に分けて納めます。(一括納付も可。前納報奨金あり。)初回の納
付 |ま 12月 となりますので、よろしくお願いします。

【問い合わせ】水道課業務係 .T比 784-4853

《受益者負担金の納付まで》

◇ 9 、 申 告 書 類 を 郵 送 E>

、 申 告 書 を 提 出 争

、 負担金を決定して通知 E>

、納 付 書 を 郵 送 E>

2月 25日 までに 初 回の負担金 を納付 ←

【表】 下水道事業受益者負担金新規賦課対象区域

～
下
水
道
事
業
～

旬

旬

旬

旬

下

中

中

中

月

月

月

月

０

　

１

　

２

争

↓

↓

争

表
に
揚
げ
る
速
競
で

薪
た
に
垂
姦
着
衰
麹
金
が
か
か
り
致
す

|

大字 字
全部・一部

の別
備考

神立 芝原 一部 芝原地区

」i樽 幅下、平間、前幅 一部

岩原高原地区のうち岩

原スキー場からおおむ

ね東側及び谷後地区

病
院
運
営
審
議
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

こ
の
た
び
「病
院
運
営
審
議
会
」
の
委
員
の
う
ち
、
一
般
町
民
代
表

を
公
募
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
へ
の
町
民
参
加
を
広
く
募
り
、
よ
り

良
い
審
議
会
運
営
を
目
指
す
も
の
で
す
。

病
院
運
営
審
議
会
は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、・町
に
対
し
て
、
病

院
の
充
実
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
も
の
で
、
事
務
所
管
は
福
祉

保
健
課
で
行
い
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
間
で
、
委
員
会
は
年
間

に
４
回
程
度
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
委
員
に
な
ろ
う
と
す
る
方
は
、
次
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

■
応
募
資
格

湯
沢
町
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
以
上
の
方

■
応
募
方
法

９
月
１０
日

（水
）
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
応
募
し
た
理
由
を

記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

．
※
委
員
に
お
願
い
す
る
方
は
、
応
募
者
の
中
か
ら
選
考
し
、
議
会
の

承
認
を
得
て
決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
１０
月
末
日
ま
で
に

本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
応
募

・
問

い
合
わ

せ

福

祉
保
健
課
病
院
係

（総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）

靴
７
８

４

●
４
５
６
０

Ｍ
７
８
４

・
４
５
３
６

Ｅ
メ
ー
ル

　

ゴ
兵
５

心
ざ
雪

長
馬
豊
″
ュ

厨
解
Ｐ

〓

■
募
集
定
員

３
人
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と

健
康
体
操
教
室
に

融翻
珈
し
て
み
ま
せ
ん′か
つ・

今
年
度
か
ら
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
内
の
健
康
増

進
施
設
で
の
温
水
健
康
体
操
教
室
が
始
ま
り
、
１
３

９
人
の
参
加
者
が
週
１
回
の
水
中
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
『転
倒
し
な
い
筋
肉
づ
く
り
、
転
倒
し

て
も
骨
折
し
な
い
骨
づ
く
り
』
を
意
識
し
た
内
容
の

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
動
方
法
を
知
り
た
い
、
体
重
を
減
ら
し
た
い
、

プ
ー
ル
は
初
め
て
な
の
で
不
安
、
膝

・
腰
が
痛
く
て

。
・
。
な
ど
の
思
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
ま
ず
参
加

し
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ク
ラ
ス
も
参
加
者
の

状
況
に
応
じ
て
４
つ
に
分
け
て
い
ま
す

。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ミ

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー

（総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
凱
７
８
４

・
３

０
０
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
参
加
者
の
声
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一・
ヽ

ゆ

っ
く
リ
ク
ラ
ス
に
参
加
の
“
歳
男
性

　
“
．

陸
上
で
の
運
動
が
難
し
い
私
で
も
、
プ
ー
ル
の
中
で

は
水
の
浮
力

・
抵
抗
力
を
生
か
し
て
身
体
に
負
担
が

か
か
ら
ず
動
け
る
。

血
圧
と
健
康
状
態
の
チ

エ
ツ
ク
、
頭
と
身
体
の
動
き

を
よ
く
結
び
付
け
て
か
ら
水
の
中

へ
。

プ
ー
ル
に
入
る
前
後
と
途
中
に
水
分
補
給
、
息
を
上

め
血
圧
を
上
げ
な
い
よ
う
な
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
つ
い
て
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
し

て
入
れ
る
。
明
る
い
元
気
な
声
で
大
き
な
パ
ワ
ー
が
沸

い
て
く
る
。
皆
で
い
つ
も
明
る
く
楽
し
め
る
教
室
で
あ

∠０
。時
々
見
学
し
て
い
る
方
が
い
る
が
、
同
じ
目
標

・
健

康
を
求
め
る
仲
間
の
交
流
、
文
字
通
り
裸
の
お
付
き
合

い
は
い
か
が
で
す
か
？

まだ受けていない方は、忘れずに受けてください

※9月 18日 の午後検診における胃がん検診は、原則予約制となります。胃がん検診を受ける方については、
検診当日の食事のとり方に制限があります。

※午後に胃検診を受ける場合、検診当日の午前 7時までに消化の良い食事を済ませてください。朝食後、
‐
検診が終わるまで、ガムを噛んだり、たばこを吸ったりしないでください。
●問い合わせ 保健センター TEL 784-3149

▲
ロ 同検 診 :き残 と13日間 で す

日程 会場 受付時間 対象地区

9月 17日 (水 ) カルチャーセンター 8:00ヘツ10:00 小原 。宮林・石白

9月 18日 (木) 総合福祉センター

8:00ヘヤ10:00

13:00～ 13:30
未受診者

9月 19日 (金 ) 総合福祉センター 8:00～ 10:00 上熊野・下熊野・湯鉄神立

(3)



露

⑫

③

診

湯
銀
軽
の
議
ち
コ
ン
テ
ス
小

最優秀賞 (湯沢町長賞)木 村テルイさん (=之町)

４
月
２９
日
よ
り
開
催
し
て
い
ま
し
た

「２
０
０
３
湯
沢

・
花

の
ま
ち
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
が
７
月
１９
日
（土
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

応
募
作
品
数
は
３２
点
（個
人
１４
点
、
グ
ル
ー
プ
ー８
点
）
で
し
た
。

表
彰
式
は
、
１０
月
１９
日

（日
）
に
行
わ
れ
る

Ｆ
」ら

っ
し
ゃ
い

湯
沢
収
穫
祭
」
の
中
で
行
い
ま
す
。

く本寸   ァ プし イI 褥秀賞 (湯沢田J長 !妻)

橋  品 子
月

ト HKIた1檄□禾の 1東1雲 輿 百 合 子
I I本   F千
|□  美 本支子赳

沢町者l」市施設公社|軍事長嘗 百 田  八 雄
エ ー | 雨田  富 士 男

「
]野  陽 子

く
ユ
~ノ ヽしヽ

-3コー

/ アヽ

□ ― エ ー

」

B 踵
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最優秀賞 (湯沢町長賞)滝 沢町内会



次国研修会&交流会のお知らせ

ムすこたム
わ二～

新潟県外国人観光客受入れ体制整備モデル事業

湯沢町は、県内で3番目に外国人観光害を受け入れています(平成

13年度)。 ―部の宿泊施設を除いては舛国人の来訪に対し、戸惑

いや口惑から積極的に応対わ1できないの力l現状ではないでしょうか。

今回のモデル事業実施に当たり、ます、文化や生活習慣の違いなど

を学んで、外国人に親しむことから始めてみませんか。

CI砂謂涙会

● 議   ai属ノ イ観光ア夢ジスマ百選」:囲
=鍵
α解圏陳 ,に与選 lよ‡kた

上野舟覇の屋」主人 澤 功 氏くさわ いさお)
0日  程.平成 15年9月 11日本|

第穏部メ闘場 12:30 尋ヨ渓 13:00～ (約 1]晉濁90分 |
「外国人の受入れについての継雪侯談磐』

第2旨S/P驀]場 干4,30 P″]演 毒5:00～ (491時間30分〕

Tマニュアルを用いた実践の勧.め等』

●会  場/湯沢カルチャーセンター
●参力霊無料

●参力昌資本善/町内在住または動務している方
●主  催 湯沢 rlユ観光協会
0お申し込み方法/下記の申し込み書ここ必要事環種こ入の上、FAXlこてお申し込みください。

●δ申し込み翻 /9月フ日(al

お中し込み,お闘し崎わせ/湯沢町観光協会事務局
新鴻県商熟沼郡湯沢露Jじ舞越後場沢駅蒙1園構為

T建■.025‐73S‐5503得  FAX.02S‐73.3・3333
http:ノ/e,yuzawa.grHぅ p/

穿

澤 功 (さわいさる)
ヽ
辞

暉

一一

札

４ミ
一
一一
性
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新潟県外国人

観光客受入れ

体制整備
モデル事業

ω 講演会

○プロフィール/1987年新潟県皇栄市生まれ。
倒れかかった下町の小さな旅館を、家族経営で

積極的に外国人旅行者を受け入れることにより

再生するとともに、全国各地で外国人旅行者の

受入促進の啓表1図っている。

■テーマ/簡単な会語研修&異文化研修会(韓国語)
「アジアンテイスト ティーパーティーPartl(支 lヒOBいを知ることから始0よう。)」

0日 程/平成15年 10月 9日い ●会 場ノ/NASPAニューオータ三ホテル

■テーマ/異文化交流会
r舛目の皆さんと、わいわいガーデン,(―ティーl霜に3ミニニケーションを取つてヨ′よう。)」

0日 程/平成15年 10月25日① ●会 場/漏沢高原ビエル

■テーマ/簡単な会話研修&異文化研修会 (英語)
「アジアンテイスト ティーパーティーParL2(支 lヒOHし をヽ知ることから4bよう。)」

0日 程/平成15年 11月 13日い ●会 場ノ/NASPAニューオータニホテル

■テーマ/会語研修&実地レッスン
「実際の場面で使つてみよう!」簡単な会躇研修の後、商店・宿泊施設・

タクシーなど実際の場画を想定して阿中で実地レッスン。
●日 程/平成15年 12月 4日∩

※第2回以降の詳細については後日お知らせします。

住  所
湯沢町

TEL( )

氏  名
屋  号 (男・ 女 )

業  種 職  種

どちらかにOを
つけてください。

・第1部のみ参加 。第2部のみ参加 。第1部。第2部とも参加

(5)

申し込み書

※お 申 し込 み先 /′湯 沢 町 篠見光 協 会 事 務 局  FAX.025-785‐ 5333 ※ |お 申 し込 み締 切 ノ/9月 7日 (日 )



湯
訳
尊
社
会
福
祉
協
議

，
ユ

・

会
職
員
募
集

【職
種
】

介
護
職

（３
～
４
人
）

【受
験
資
格
】

①
昭
和
４３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
②
高
等
学
校
卒
業
又
は
同
等
以
上
の
学
力

を
有
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
者

③
介
護
福
祉
士
又
は
ヘ
ル
パ
１
２
級
以
上

の
資
格
を
有
す
る
者

（平
成
１６
年
３
月

末
日
ま
で
に
取
得
す
る
見
込
み
の
者
を

含
む
）

④
自
動
車
運
転
普
通
免
許
を
有
す
る
者

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
除
き
ま
す
。

・
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
そ
の
執
行
を

終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

【受
験
手
続
】

《申
込
方
法
》

市
販
の
履
歴
書
に
自
筆
で
記
入
し
、
上

半
身

・
脱
帽

・
正
面
向
き
の
写
真

（縦
４
Ｃｍ

×
横
３
Ｕ

を
１
枚
貼

っ
こ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

《
提
出
先
》

〒

９

４

９

‐
６

１

０

１

湯
沢
町
大
字
湯
沢
２
８
７
７
番
地
４

湯
沢
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

湯
沢
町
社
会
福
祉
協
議
会

砒
７
８
４

・
４
１
１
１

《
受
付
期
間

・
時
間
》

９
月
１
日

（月
）
～
９
月
１０
日

（水
）

年
前
８
時
３０
分
～
年
後
５
時

※
土
曜
日

。
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

《郵
便
等
に
よ
る
提
出
の
場
合
》

受
験
申
込
用
封
筒
の
表
に

「受
験
申
込

書
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【試
験
日
時
】
　
　
　
″

９
月
１８
囲

（木
）

年
前
９
時
か
ら
受
付

【試
験
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

【試
験
内
容
】

作
文
試
験
、
面
接
試
験

【合
否
の
通
知
】

受
験
者
全
員
に
合
否
の
結
果
を
通
知
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
才

【採
用
予
定
日
】
　
　
　
　
　
　
・

平
成
１５
年
１０
月
１
日
及
び
平
成
１６
年
４

月

１
日

町
史
編
さ
ん
室
嘱
託
員
募
集

【職
種
】

町
史
編
さ
ん
室
嘱
託
員

【募
集
人
数
】

１
人

【資
格
】

学
芸
員
の
資
格
を
有
す
る
者

【任
期
】

平
成
１５
年
１０
月
１
日

（予
定
）

～
平
成
１６
年
３
月
３‐
日

（更
新
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

【応
募
方
法
】

市
販
の
履
歴
善

（写
真
添
付
）
に
所
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
証
等
の
写
し
を
添
付

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【応
募
期
限
】

９
月
１９
日

（金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

【選
考
】

面
接
試
験
に
よ
り
行
い
ま
す
。

（試
験
日
及
び
会
場
は
応
募
者
に
別
途
通

知
し
ま
す
。
）
　

　

．

【応
募

・
間
い
合
わ
せ
】

，〒
９
４
９

‐
６
１
９
２

湯
沢
町
大
字
神
立
３
０
０
番
地

湯
沢
町
役
場
総
務
課
人
事
給
与
係

Ｒ
７
８
４

・
３
４
５
１

湯
沢
．町
甍
工
会
職
員
募
集

【職
種
】

一
般
職
員

【募
集
人
数
】

１
人

【資
格
】
　
　
　
　
．―

①
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
者

②
簿
記
３
級
以
上
及
び
自
動
車
運
転
普
通

免
許
を
有
す
る
者

③
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル
が
あ
る
程
度
で
き

る
者

④
年
齢
が
３‐
歳
未
満
の
者

（平
成
１６
年
４

月
１
日
現
在
）
　

．

【採
用
予
定
日
】

平
成
１５
年
１０
月
１
日

【応
募
期
限
】

９
月
冒
日

（水
）

【試
験
日

・
会
場
】

９
月
２２
日

（月
）
年
前
１０
時
～

湯
沢
町
商
工
会
館

【間
い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
商
工
会

Ｒ
７
８
４

・
２
５
２
２

越
後
湯
沢
駅
前
東
口
広
場

（駐
車
場
）
の

有
料
化
に
向
け
て
の
試
行
に
つ
い
て

従
来
、
越
後
湯
沢
駅
前
東
日
広
場
に
つ
い

て
は
、
送
迎
用
の
駐
車
場
と
し
て
、
２０
分
を
限

度
と
し
て
無
料
開
放
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
長
時
間
駐
車
は
も
と
よ
り
、
時
に
は
数
日

に
渡
る
駐
車
等
が
後
を
断
た
ず
、
冬
期
に
な

る
と
、
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
等
の
客
引
き
車
両

が
乗
り
入
れ
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
、
今
後
の
有
料
化
を
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
次
の
と
お
り
、
越
後
湯
沢
駅
前
東
日
広

場
の
管
理
を
行
い
ま
す
。

○
期
間
及
び
管
理
体
制

９
月
末
日
ま
で
試
行
期
間
と
し
て
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
管
理
人

（町
で
委

託
し
た
業
者
）
を
配
置
し
、
管
理
し
ま
す
。
管

理
人
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

（１０
月
か
ら
有
料
化
の
予
定
）

※
駅
前
広
場
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
施
設
で

す
。
き
ま
り
を
守

っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

肌
７
８
４

●
４
８
５
２

○
駐
車
時
間

６０
分
間
ま
で
無
料

【問
い
合
わ
せ
】

建
設
課
管
理
係

広報ゆざわ H15.831  (6)



ゴ
“Ｎ
挫
一

が 薯
|デザ・

平

5

南
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
科
保

健
の
普
及
向
上
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、

毎
年
小
学
生
か
ら
歯
科
保
健
に
関
連
し

た
図
画
・ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
南
魚
沼
郡

内
の
１２
の
小
学
校
か
ら
６‐
人
の
作
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

「一一一一一一一一
一一一”ヤ一・一■
・

ポ

呂
〕
一封
拍
・ウ
ヤ
「
助
・

控籍
穀′ＦｉＪみ滲

嘗

Ⅲ

t'

●

す

参

森下 春奈さんの作品

し
ば

人 |

力F●こ
時デ
選‐

ル
 ぃ

ま
す

湯
沢
町
か
ら
は
特
選
に
三
俣
小
学
校

の
森
下
春
奈
さ
ん

（３
年
生

。
三
俣
二
）

と
森
下
　
一元
さ
ん

（５
年
生

・
三
俣
二
）

の
作
品
ガ
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
」

２
人
の
す
ば
ら
し
い
作
品
を
皆
さ
ん

も
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。
　

´

町
の
歯
科
健
診
で
虫
歯
が
な
く
、
日
頃

か
ら
虫
歯
予
防
に
心
が
け
日
腔
状
態
が

良
い
と
と
か
ら
、
新
潟
県

・
新
潟
県
歯
科

医
師
会

。
新
潟
県
歯
科
保
健
協
会
か
ら
湯

沢
町
の
方
へ
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

「新
潟
県
母
と
子
の
良
い
歯

コ
ン
ク
ー

ル
」
で
は
、
高
橋
美
奈
子
さ
ん
、
瑠
さ
ん

の
親
子
（愛
宕
）
、
「新
潟
県
い
き
い
き
人

生
良
い
歯

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、
関
　
光

明
さ
ん
全
二
俣

三
）
が
と
も
に
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
虫
歯
予
防
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

ぶ
■
ヶ
〓
本
一蝙

達
界
が
な
守

ｉ

一イ
賀
Ｌ
Й
′

舟
iえ ″

ミJ▼
の

i

森下 亮さんの作品

｀
・ |"

新潟県母と子の良い歯コンクール奨励賞
高橋美奈子さん、瑠さんの親子

ぶ
―ぐ.I幹

t
新潟県いきいき人生良い歯コンクール奨励賞

関 光明さん



一功

・

子育て支援センター
(中央保育園併設 T[と 780-6163)

入園前の親子の出会いの場を提供し

たり、各保育園と連携をとりながら、湯

沢町の子育てを支援しています。子育

てに悩んだら、一緒に考えましょう。い

つでも応援していますc

一時保育
冠婚葬祭や家族の病気・事故などで緊急に保

育が必要になったとき、又は保護者の就労形態

で一時的に保育が必要になったときの希望に応

じます。

☆中央保育園 (子育て支援センター)

☆浅貝保育園

回麿開旅
月曜日から金曜日の午前 10時から 11時 30分

まで、保育園の園庭を開放しています。

☆浅貝保育園 ☆神立保育園
☆土樽保育園 ☆中央保育園
☆湯沢保育園

保育園は、児童福祉法に基づき乳幼児を保育する

ことを目的とした児童福祉施設です。入園している

乳幼児の福祉の積極的な増進を目指しています。家

庭や地域社会と連携を図り、保護者の協力のもと、

家庭養育の手助けを行つています。子どもガ健康、

安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、

自己を十分発揮しなガら活動できるように援助し

健全な心身の発達を図ります。そのために養護と教

育ガー体となつて二豊かな人F口]性を持つた子どもを

育成することを保育の目的としています。また、地

域の子育て支援も行つてい改す。

その他の活動

lイ呆育国l

…。子育て広場、世代間交流

…・育児相談、育児講座

この他にも子育てに関する相談、情報の提供

をしています。

【問い合わせ】

住民課保育係碓L784-∝馴

函
111■ :: 

―
!|||=

(定員 120人  T[[784-2071)
体や手を使った遊びを豊かにし、意欲

を持って夢中になって遊べる子どもを

目指しています。地域の方にお世話にな

りながら保護者と一緒に「共に育て、育

つ」関係づくりを大切にしていきたいと

思っています。

園中 央 保 育

湯 沢 保 育 園
(定員 60人 T[[784-2071)
有志の方々で結成している「ユーホー

援農隊」とともに、花や野菜を植え、土や

水で育つ自然の不思議を体験していま

す。異年齢の子ども達が生活空間をとも

にしています。ランチルームでの調理員

も一緒に昼食。やさしさといたわりの心

が育ちます。

広報ゆざわ H15831  (8)



●

障害児保育
延 長 保 育                 障害のあるお子さんも受け入れています。

働 くお父さん、お母さんのために平日の午前8  ともに生活することで、お互いに成長し合っ
時から午後 6時までの延長保育を行っています。 ています。

☆神立保育園 ☆土樽保育園         ☆浅貝保育園 ☆神立保育園
☆中央保育園 ☆湯沢保育園         ☆土樽保育園 ☆中央保育園

☆湯沢保育園

各期土曜延長保育
冬期間、仕事などお忙しい方のために、土曜日
の午後 5時まで保育します。
☆土樽保育園

☆中央保育園

乳児保育
生後 6ヶ 月から又は 10ヶ 月からお預かりしま

す。ご希望の方はご連絡 ください。

☆生後 6ヶ 月から

…・中央保育園

☆生後 10ヶ 月から
●中神立保育園、土樽保育園、湯沢保育園

(定員 30人 T[L789-2110)
小さい子どもも大きい子どももともに

生活する中で、自然にその関係が優しさや

思いやりとして育っています。冬の寒さの

厳しさと春から秋へのたくさんの自然と

の関わりを大事にした豊かな体験を積み、

保育を展開しています。

浅 貝 保 育
(定員 120人  T[[787-3257)

子ども達が毎日仲良く、楽しく遊びなが

ら学び、保護者や地域の方にお世話になり

ながら元気良く育っています。

世界に羽ばたく子ども達にバンザイ !

自然の中でやさしく、たくましくがモッ

トーです。

園土 樽 保 育

(定員 60人 T[L784-3616)
少人数保育園の良さを生かして縦の

つながりを持ち家庭的な雰囲気を大切

にして、優しい心、たくましい心を育て

ています。広い畑のさつま芋やとうもろ

こしは、地域のおじいちやんやおばあ

ちゃんに植えていただきました。収穫が

楽しみです。

園神 立 保 育

(9)
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．

一
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■

・

海
運
局

に
預
け
た
通

貨

・
証
券
な
ど
。

◎
外
地

の
集
結

地

に
お

い
て
、
総
領
事
館
等
に

預
け

た
証
券

な
ど

の

う
ち
、
そ
の
後
日
本
に

込
還
さ
れ
た
も
の
。　
／

実
際

に
預
け
た
か
ど

う

か
不
明

な
場
合
で
も

調
査

で
き

る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
上
陸
港

が
新
潟

以
外

の
方
で
も

ご
相
談
く
だ
さ

い
。

本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族

の
方

で
も
結
構

で
す

の
で
、
お
起
当
た
り
の
あ

る
方
は
、
お
気
軽
に
お
聞

税
関
で
は
、
終
戦
後

の
混
乱
期

に
戦

地
か
ら
引

き
揚
げ

て
き
た

方

々
が
、
当
時
国
内

に
持
ち
込
む

こ
て
が
で
き
ず
税
関
等
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。
「
ヽ
れ
は
、
町
和
２８
年
か
ら

実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
お
返

し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で
す
。

◎
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
き
た
方

々
が
上
陸
地
の
税
関
、

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

〒
９
５
０

１
０
０
７
２

新
潟
市
竜
が
島
―

‐
５

１
４

新
潟
港
湾
合
同
庁
谷
内

新
潟
税
関
支
署
統
括
監
視
官
第

２
部
門
祗
０
２
５
●
２
４
４
●
９
３
１
４

（土
曜
日

・
日
曜
日
を
除
く
。
）

「
ハ
ー
テ
ィ
割
引

（ふ
れ
あ
い
割
引
と
の

ご
提
供
開
始
に
つ
い
て

携
帯
電
話
が
障
害
者
の
方
マ
の
行
動
範
囲
を
広
げ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
す
る
も
の
と
し
て
幅
広

く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
社
会
参

加
の

一
助
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
携
帯
電
話

の
基
本
使
用
料
等
ガ
割
引
に
な
る
、
「
ハ
ー
テ
イ
割
引

（ふ

れ
あ
い
割
引
と

の
提
供
を
、
‐９
月
１
日

（月
）
よ
り
開
始

し
ま
す
。

◆
適
用
開
始
　
　
　
　
　
　
，

生
９
月
１
日

（月
）
　
　
　
　
　
，

※
割
引
は
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
鳳
の
翌
月
の
料
金

（翌
紀
月
請
求
）
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
９
月
１
日

（局
）
叶
９
月
３０
日

（火
）
ま
で
に
お
申
込
み
の
お
客
さ
ま

は
、
９
月
１
日

（月
）
の
ご
利
用
分
か
ら
割
引
ガ
適
用
さ

れ
ま
す
。

◆
対
象
身
体
障
害
者
手
帳
ゝ
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
本
割
引
サ
ー
ビ
ス
は
お
申
込
み
が
必
要
で
あ
り
、
お
申

込
み
に
あ
た
つ
て
は
、
右
記
手
帳
を
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◆
間
い
合
わ
せ

。
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
場
合

（
！局
番
な
し
の
）
４
５
４

（無
料
）

一
般
電
話
等
か
ら
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
一
般
電
話
等
か
ら
の
場
合

０

４

２

０

・

８

０

０

・

０

０

０

受
付
時
間

平
日
…
年
前
９
時
～
年
後
７
時

土

。
日

・
祝
日

…
年
前
９
時
～
年
後
５
時

（年
末
年
始
を
除
く
）

十●,..
′

，
ｒ
，
上
≡
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

信
髄
提
供
希
望
者

（ド
ナ
ー
）
の
確
保
の

た
め
、
休
日
で
の
登
録
受
付
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
１１
月
３
日

（月

・
文
化
の
日
し

年
前
１０
時
～
年
後
３
時

■
会
場
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院

■
募
集
人
数

５０
人

（事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
）

■
予
約
受
付
期
間

９
月
１
日

（月
）
～
１０
月
劉
日

（金
）

■
条
件
．
２０
～
５０
歳
ま
で
の
健
康
な
方

・
骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し

て
い
る
方

　
　

↓

「
悟
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て
家
族
の

同
意
を
得
ら
れ
る
方

と
間
い
合
わ
せ

六
日
町
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

医
学
予
防
課
保
健
予
防
係

砒
７
７
２

・
８
１
４
２

ｉＬ
キ
．

広報ゆざわ H15,8.31  (10)



災
害
発
生
！

そ
の
時
あ
な
た
は
大
文
夫
？

９
月
十
日
は
防
災

の
日
。
大
エ

‐２
年

の
関
東
大
寮
災
を
救
訓
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
ギ

記
臆
に
新
し

い
災
害

と
い
え
ば

平
成
７
年
の
阪
沖
淡
路
の
大
寮
災
。

最
近

で
は
７
月

に
九
州
地
方

を

襲

つ
た
集
中
豪
涌

に
よ
る
水
害
。

８
月
の
官
城
県
地
震
が
思

い
出
さ

れ
ま
す
。
自
然
災
官
は
時

に
私
た

ち
の
想
像
を
超
え
る
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
い
ざ
と

い
う

時

の
為

に
避
難
路

の
確
誕
、
非
常

食

の
準
備
な
ど
家
庭
内
で
の
災
害

対
應
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん

か

９
月
９
日
は
救
急
の
日

事
故
や
怪
我
、
突
然

の
病
気
を

原
因
と
す
る
趙
肺
停
止
状
態
で
は
、

早

い
痣
急
手
当
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。
　
・―
′１
９
番
通
報
を
済

ま

せ
た
ら
趙
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
ま

し

ょ
う
。
趙
肺
蘇
生
法
は
救
命
率

を
高

め
る
有
効
な
処
置
で
す
。

湯
沢
分
署
で
は
は
肺
蘇
生
法
の

他

に
も
外
傷
や
骨
折

の
手
当
、
宣

息

の
キ
当
、
や
け
ど
の
手
当
な
ど

各
種
痣
急
手
当
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
救
急
法

の
講
習
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
気
基
に
お
聞

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
フ

頑
張
っ
て
い
ま
す
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

８
月
５
日
、
仙
合
市

に
お

い
て

東
北
救
助
技
術
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
魚
沼
消
防
署
か
ら
は
５

夫
の
隊
員
が
「引
き
上
げ
救
勁
」
の

種
目
に
歩
加
し
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
湯
沢
砂
防
事
務

所
と
湯
沢
町
の
共
催
に
よ
り
、
毎

年
恒
例
の

「魚
の
つ
か
み
ど
り
」

が
、
魚
野
川

（穴
沢
河
川
公
園
付

近
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｆ
　
こ
の
日
は
町
内
外
か
ら
小

学
，

生
以
下
の
児
童
と
大
人
あ
わ
せ

て
４
７
３
人
が
参
加
。
○
×
ク
イ

ズ
で
湯
沢
の
自
然
と
防
災
に
つ

い
て
学
ん
だ
り
、
無
我
夢
中
で
魚

を
追
い
か
け
た
り
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ヽノ   と

(′理

0

(11)



○
健
全
な
森
林

森
林
は
、
美
し
く
豊
か
な
国
づ

く
り
の
基
礎
で
あ
り
、
国
上
の
保

全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境

の
保
全
、
保
健
休
養
の
場
の
提
供
、

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木
材
等
林

産
物
の
供
給
な
ど
、
多
面
的
な
機

能
を
も
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
能
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
森
林
を
適

切
に
管
理

・
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
．

○
適
切
な
森
林
整
備

広
葉
樹
を
主
体
と
す
る
自
然
林

と
異
な
り
、
ス
ギ
な
ど
の
人
工
林

は
、
そ
の
生
育
過
程
に
応
じ
て
、
植

栽
初
期
に
行
う
下
刈
り
、
そ
の
後

に
実
施
す
る
不
良
木
等
の
除
伐
や

枝
打
ち
な
ど
の
保
育
作
業
が
必
要

で
す
。

○
間
伐
作
業

保
育
作
業
の
中
で
も

一
部
の
木

を
伐

っ
て
本
数
を
調
整
す
る
間
伐

は
、
多
雪
地
で
あ
る
魚
沼
地
域
に

は
特
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
が
、

近
年
、
間
伐
が
お
ろ
そ
か
な
た
め

に
、
雪
害
や
病
害
虫
に
弱
い
森
林

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
い
ま
す
。
間
伐
を
す
る
と
、

森
林
内
で
は
、
残
さ
れ
た
木
が
健

全
に
育

つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
林

内
の
植
生
が
回
復
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
確
保

さ
れ
ま
す
し
、
さ
ら
に
材
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
資
源
の
循
環
利
用

や
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

○
森
林
整
備
支
援

間
伐
な
ど
の
保
育
作
業
は
、
森

林
を
健
全
な
状
態
に
誘
導
し
、
多

面
的
な
機
能
の
発
揮
を
高
め
る
こ

と
か
ら
、
県

（や
市
町
村
）
で
も
、

技
術
指
導
や
補
助
金
※
な
ど
に
よ

り
応
援
し
て
い
ま
す
。

自
然
林
を
引
き
続
き
育
成
し
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
折
角
植
栽
し
た
人
工
林
も
地

域
の
大
切
な
資
源
で
す
の
で
、
多

面
的
な
機
能
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、

健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

な
お
、
森
林
の
整
備
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
小
千
谷
林
業

事
務
所
、
ま
た
は
最
寄
り
の
市
町

村
、
森
林
組
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ

岡 儀 と は ?

藤麓為＼傘
・:!]':Ⅲレ

tr全な奇林に百つ

※
森
林
施
業
計
画
を
樹
立
し
て
い

る
森
林
所
有
者
が
自
ら
間
伐
を

行
う
場
合
の
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

た
り
の
補
助
金
額
は
、
３
４
，
５

０
０
円

（伐
採
木
を
放
置
）
～

２
２
６
，
４
４
０
円

（材
を
利

用
）
と
な
り
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
林
業
事
務
所

林
業
振
興
課

仙
０
２
５
８

，
８２

・
６
３
６
１

相談の種類 相談時間 9月

よろず相談

毎週月曜日から金曜日

9:00ヘン17 :00

(土 日祝日・年末年始は除く)

専門相談 (予め予約が必要です)

法 律 13:30-16:00 1日 ,8日 ,16日
22日 ,25日 ,29日

医 療 13:30ヘフ15:30 3日

痴  呆 14:00-16:00 17日

公的年金・保険 13:30-15:30 2日

税 金 10:00-12:00 12日

健康・介護 10100ヘヤ16:00 11日

高船者 とその家族のよろずオロ技
新潟県高齢者総合相談センターでは、お年寄

りやその家族の方マガ抱える悩みごとや、心配

ごとの相談を無料でお受けしています。

相談電話 025-285-4165
(新潟市上所 2-2-2 新潟ユニゾンプラザ 3階 )

新潟県高齢者総合相談センターでは、中高年の方に

役立ついるいろな情報をテレホンサービスでお知ら
せしています。

サ ービステ レホ ン
8025-28卜 5550(24時間年中無休)

日

日

５

０

１

３

月

月

９

９
”

”

日

日

１

６

月

月

９

９

「ぎっくり腰にご用心」
「遺言書の作り方」

広報ゆざわ H15.831  (12)



■湯沢町の交通事故発生状況■

7月 末現在、前年に比べ事故件数及び

負傷者数がともに減少しています。

高齢者を見たら、思いやりの心で安全

運転しましょう。

・高齢者を交通事故から守る県民運動
～ひろげよう長寿社会へ 無事故の輪～

(9月 1日 ～ 12月 31日 )

今年 前年 増減

発生件数 38件 56件 -18件

死 亡 者 2人 1人 +1人

負傷者数 51人 75人 -24人

(1月 ～ 7月 末現在)

乳.F:の学焦轟冦亀督
教室の

|

子
ど
も
の
食
生
活
は
充
実
し
て

い
ま
す

か
？
忙

し

い
の
で

つ
い

「出
来
合

い
の
も
の
で
…
」
と

い
う

方
、
電
子
レ
ン
ジ
を
使

っ
た
簡
単

な
野
菜
料
理
を
紹
介
。し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
に
人
氣

の
キ
作
り
お

や

つ
に
も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

９
月
２２
日

（月
）

午
前
９
時
３０
分
～
正
午

′―

【場
所
】

総
合
福
社
セ
ン
ダ
ー

２
階
　
健
診
宣

【対
象
】

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
保
護
者

【申
込
期
限
】

〓
　

９
月
日
日

（木
）

＊
託
児
が
あ
り
ま
す
。

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

子
育
て
支
援
セ
ン
ダ
ー

砒
７
８
０

ｏ
６
１
６
３

血
圧
、
動
脈
硬
化
、
糖
屎
病
な
ど

で
お
困
り

の
方
、
健
康
診
断

の
結

果
が
気

に
な

っ
て
悩
ん
で

い
る
方
、

生
活
習
慣
病

の
予
防
は
何
か
ら
始

め
れ
ば
よ

い
か
、
な
ど
医
師
が
規

切
に
ご
相
談

に
痣
じ
ま
す
。

【
期
日

・
場
所
】

●
９
月
６
日

（土
）

あ
ん
ベ
ク
リ

ニ
ッ
ク
（塩
沢
町
）

ｏ
９
月
日
日

（木
）

斉
藤
脳
神
経
外
科

盆
ハ
日
町
）

【聞

い
合
わ
せ
】

南

・
比
魚
沼
　
小
十
谷
市

地
域
産
業
保
健
セ
ン
ダ
ー

砒
７
７
３

●
２
９
２
１

【
日
時
】

９
月
１７
日

（水
）

午
後
―
時
３０
分
～
４
時

【
会
場
】

県
立
生
涯
学
習
セ
シ
ダ
ー

（新
潟
市
女
池
詢
３

１
１

１
２
）

【
対
象
】

ひ
き
こ
も
り
に
関

起
の
あ
る
方

【定
員
】

１
８
０
ズ

（先
岩
順
）

【
内
容
】

○
基
調
講
演

「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
」

○

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る

～
理
解
と
援
助
の
手
が
か
り
～
」

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

県
精
神
保
健
福
社
セ
ン
ダ
ー

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

３

１

●
６

１

１

１

「自分のことは自
ノ
刀
＼でできる」「寝たきりにならない」を目標に、

「筋肉への束」激」「 8への束」激」「 B函への束」激」「'ス トレツチ」を含

んだ、体を鍛え強くする体操を行う教室です。

【日程】

【参加費】 100P]

【間い合わせ】在宅介護支援センター T[と 784-3000

会  場 期 日 時  P日日
神立中央会館 (栄町) 9日の 30E]の 10: 00ヘン11 : 30

神立中央集会場 (田中) 5日◎ 19日◎ 10 : 00へ 1́1 : 30

萩原集会所 8日⑤ 22日Θ 10: 00^ン 11 : 30

松川生活改善センター
3日⑪ 9i 30-11 : 00

17日⑪ 10: 00^ン 11 : 30

下湯沢公民館 10日⑪ 24日⑪ 10: 00へ 1́1 : 30

□―プウエー事業所 4日⑥ 18日⑮ 10: 00^ン 41 : 30

総合福祉センター
2日の 16日の
11日⑥ 25日⑮

10

10

15^ン 1l i 45

15^ヤ 11 : 45

川にはこんなにゴミカ尋捨てられました
～みんなでみんなの川Iを きれいにしましょう～

県では、平成 14年度に河川ゴミの実態を調査し、ゴミのある場所、ゴミの量などを

把握しました。当所管理の 14の河川 (160km)で は 314ヵ 所に不法投葉がありました。

不法投棄が常に行われている、と
「
ろもたくさんあるようです。不法投棄をしている

ひとを見かけたら、通報してく́ださい。また県では、「うるおいの郷土はぐくみ事業」

を実施し、ゴミ拾いなどのボランティア活動を募集しています。

詳しい問い合わせは、六日町土木事務所行政係 (T[L772-3952)ま でお願いします。

ス
ピ
ー
ド
野
菜
料
理
と

手
作
り
お
や
つ

労
働
者
５０
人
未
満
の
事
業
場
の

皆
さ
ん
に
無
料
健
康
相
談

ひ
き
こ
も
り
公
開
講
座

(13)



ポ
イ
ラ
ー
取
扱
業
務
従
事
者

安
金
衛
生
教
育

【受
講
対
象
者
】

ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
（―
級
。
２

級
）
及
び
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講

習
修
了
証
取
得
後
お
お
む
ね
５
年

以
上
経
過
し
た
者

【
日
時
・場
所
。定
員
】

【講
習
科
目
】

・
ボ
イ
ラ
ー
の
性
能
検
査
と
日
常

管
理

ｏ
ボ
イ
ラ
ー
の
取
扱
と
保
守
管
理

【詩
習
料
】

会
員
　
　
４
，
５
０
０
円

非
会
員
　
６
，
０
０
０
円

（消
費
税
込
み

・
テ
キ
ス
ト
代
は

含
み
ま
せ
ん
。
）

【申
込

・
聞

い
合
わ
せ
】

偉
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部

ＴＥＬ

０

２

５

●
２

８

０

ｏ
Ｏ

１

０

０

ト
リ
ム
マ
ラ
ツ
ン

参
加
者
募
集

秋
風
を
覚
け
楽
し
く
走

っ
て
み

ま
せ
ん
か
？

今
年
か
ら

コ
ー
ス
が
変
わ
り
ま

し
た
。

【
期
日
】
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

９
月
１４
日

（日
）

【覧
付
】

午
前
８
時
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
ダ
ー
前
で
行

い
ま
す
。

【
コ
ー
ス
】

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
～
谷
後

坂
～
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
ダ
ー

（１０

ｋｍ
）【ス
タ
ー
ト
】

午
前
９
時

【参
加
資
格
】

中
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女

【申
込
方
法
】

？
月
８
日
（月
）
ま
で
に
参
加
料

―
，
０
０
０
円
を
添
え
湯
沢
町
公

民
館

へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
面
談

に
よ
る
相
談
は
、
予
約
制

で
す
。
面
談

に
よ
る
相
談
を
ご

希
望
の
方
は
、
砒
０
２
５
●
２
２

８

●
１
７
２
７

へ
事
前
に
予
約

し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
、

根
密
は
厳
守
し
ま
す
。

８
月
９
日

（土
）
に
予
定
し

て

い

ま
し
た

コ
カ
リ
ナ

コ
ン
サ
ー
ト
は
、

今
風
１０
号

の
た

め
中
止

と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た

め

て
本

日
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し

，
ま
す
。

【
日
時
】

８
月
３十
日

（日
）

午
後

―
時

３０
分
開
場

午
後

２
時
開
演

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

ホ
ー
ル

【
入
場
整
理
券
】

今
、
お
持
ち
の
入
場
整
理
券
は
、

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。
入
場
整
理

券
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
直
接

会
場

へ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

【聞

い
合
わ
せ
】

湯
沢
町
公
民
館

ＴＥＬ

７

８

４

●

２

４

６

０

７
月

の
は
冤
ご
と
柏
装

日

３
日

（水
）

相
談
員

高
船
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
、
身
体
障
害
者

の
方

の
不
動

産
や
相
続
、遷

言
、
贈
与
な
ど
に
関

わ
る
問
題
及
び
介
叢
、こ
褐
社

に
関

わ
る
問
題

に

つ
い
て
、
ヨ
法
書
士

及
び
社
会
福
祉
士
が
電
話
に
よ
る

相
談
を
お
党
け
し
、
問
題
解
決

の

た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
１２
年
４
月
十
日
よ
り

始
せ

っ
た
新
し

い
成
年
後
見
制
度

み
び
介
護
保
険
制
度

に
つ
い
て
の

ご
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

【
日
時

許
商
談
会
場

。
電
話
番
号
】

―(

※定員になり次第締め切ります。

9月 6日 (土)午前 10時～午後 4時

橋
本
杉
本

秋
冶
芳
枝

１０
日

（水
）

相
談
員

高
橋
　
式
成

高
橋
ト
ミ
エ

‐７
日

（本
）

相
談
員

井
熊
　
参
夫

雨ヽ

む
で

ミ

ョ

ン

２４
日

（水
）

相
談
員

橋
本
　
秋
冶

高
橋
ト
ミ
エ

【
会
場
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
午
後
―
時
～
４
時
で
す
。

時
間
中
は
、
電
話

（７
８
４
●
４

１
１
３
）
で
の
相
談
も
で
き
ま

工訂フ。
１０
日

（水
）

午
後
―
時
～
３
時

相
談
姿
員
　
高
橋
　
昇

【
会
場
】

湯
沢
町
公
民
館

日時 場所 定員

9月 9日 (火 )
午前 9時～午後 5時

新潟県トラック総合会館

(新潟市新光町 6-4) 40人

9月 25日 (木 )
午前 9時～午後 5時

ポリテクセンター新潟

1長岡市住吉 3-1-1) 40人

シ
ル
バ
ー
ー
ー
０
番

会場 電話番号 (当日のみ)

新潟県司法書士会館 2階
(新潟市古田」通 13番田]5160番地)

025-225-8311

なガおか市民センター 2階
(長岡市大手通 2丁目 2番地 6)

0258-36-3001
父

本
日
開
催

黒
坂
黒
太
郎

コ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月

の
行
政
・【
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区 分 出  し  方 湯  沢  東 湯  沢  西 土 樽 ・ 神 立 三 国 ・ 三 俣
み可  燃 (注)のとおり。 O・ ⑪・⑥ (15日・ 29日休み) の・⑥・〇 (23日休み)
,レゲ ン ボ 11日・ 25日 9日・30日 12日・ 26日 10日・ 24日

紙 類 ・ 布 類

組を十字にかけ

る。 4日 2日 5日 3日
ぺ `ン トボ ト )レ 18日 16日 19日 17日

空   き  缶 2日 4日 3日 5日
空 き び ん 9日 ■ 日 10日 12日

その他の不燃ごみ

不燃ごみ指定袋

に入れる。

袋を二重にしな

いこと。 16日 18日 17日 19日

又＝
封み一゙」

～ 鬱 露 ∽ 圏 的

※問い合わせ 住民課環境生活襴□784-3453

※問い合わせ 保健センター (総合福祉セン ―内□784-3149)

※問い合わせ 保健センター (総合福祉センター内日 784-3149)

日 種 目 対 象 時    間 場

ふ れ あ い サ ロ ン 精神に障害をお持ちの方 10:l10-14:00 や す ら ぎ 荘↑2⑪ 3歳 児 歯 科 健 診 H12.7月 ～ 9月 生まれ 9:00- 9:15・ 総 合 福 祉 セ ン タ ー

3⑪ 1) ハ   ビ   リ 申込者 12:00ヘツ16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー

諏訪・愛宕・東電 9:30-11:30 沢 公 民 館
4⑥ 基本健診結果地区説明会

下中・幅下 13:30-15:30 下 湯 沢 公
子 宮 が ん 検 診 大字上樽、石白、湯鉄神立 9:30-11:30 総 合 福 祉 セ ン タ ー

5④
子宮がん 。乳がん合同検診 申込制

‐
1&30～ 1&00 総 合 福 祉 セ ン タ ー

8月 末妊娠届出者 13:30-15:00 合 : 冨祉 セ ン タ ー80 マ タ ニ テ ィ ー サ ロ ン
ふ れ あ い サ ロイン 精神に障害をお持ちの方 10:00バツ14:00 や

9⑪ 2歳 児 歯 科 健 診 H13.6月 ～ 8月 生まれ ド
・・ 9:00^ツ  9:15 総 合 福 祉 セ ン タ ー

果地 区説 明会 未受診者 13:30-16:00 総 合 福 祉 セ′ン タ ー

12:00-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー
10⑪
リ   ハ   ビ   リ

i合 : 冨祉 セ ン タ ー11電D 3歳 6ヶ 月 児 健 診 H12.2月 ～ 3月 生まれ 13:00^V13:15

精神に障害をお推ちの方 10:00-14:00 大 源 太16の ふ れ あ い サ ロ ン
小原・宮林・石、白 8:00-10:00 カルチ ャーセ ンター合   同   検   診

R健 医療 セ ン タ ー17①
I) ハ ビ    リ 12:00-16:00

8:00^ゴ 10100

18:00-13:30
総 合 福 祉 セ ン タ ニ18⑥ 合 同 検 診 未受診者

19④ 合 同 検 診 上熊野・下熊野・湯鉄神立 8:00-10:00 総 合 i 冨祉 セ ン タ ー

8月末妊娠届出者 19:00ヘン20:30 総 合 福 祉 セ ン タ ー22① マ タ ニ テ ィ ー サ ロ ン
12:()0-16:00 保 健 医 療 セ ン タ ー24⑪ I) ハ ビ    リ

i合 i 目祉 セ ン タ ー25の 乳 児 健 診 H14.11月 、H15.5月 生 13:(X)～ 13:15

マ タ ニ テ ィ ー サ ロ ン 8月 末妊娠届出者 13:30-15:00 セ ン タ ー29①
〉 大字湯沢地区 9:30-11:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー子 宮 が ん 検

申込制 13:30-15:00 総 合 福 祉 セ ン タ ー子宮がん 。乳がん合同検診

10:lXl-12:00 R健 医療 セ ン タ ー
30⑪
めばえ 。マタニティ公開講座

会 場 。時 間種 類 対 象日

保健医療センター内

健康増進施設

14:00～ 15:00
16⑪ 三 種 混 合

1期 :生後 3～ 90ヶ 月の間に 3～ 8週間の間隔で 3回接種
1期追加 :3回 目接種後、おおむね 12～ 18ヶ 月おいて 1回接種

(15)

予防機種の望ましい

晏lす方のBl爾序
①ツベルクリン・BCG ②ポリオ ③三種混合 ④麻しん ⑤風しん ⑥日本脳炎

◎持参するもの :母子手帳、予診票、受診券、体温計、筆記用具

◎必ず実施時間内においでください。接種料金は無料です。

詳しくは、平成 15年度乳幼児予防接種カレンダーをご覧ください。



9月の救急診療当番
※問い合わせ 日曜・祝日→休日救急診療所 TL 7 7 3-6688

その他の日→魚沼消防本部  TEL 7 8 2-1991
(テレホンガイド)

※脳神経外科の休日救急医療 E〉 斎藤記念病院 TEL 7 7 3-5111

●保健医療センターでは24時間、救急患者を診療する体制をとっていて、当番にあたっていない日でも対応して
います。もし救急で受診されたい時は、まず保健医療センター (TEL 780-6543)ま でご連絡ください。

,

※
類
似
文
字
で
表
記
す
る
場
合
ガ
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
広
報
に
掲
載
し
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

山
崎

官
田

樋
口

樋
山

８

月

３

日

・
８

月

６

日

８

月

１８

日

８

月

２０

日

蒼
弥

さ
ん

千
夏

さ
ん

ミ
サ
ヲ

さ
ん

勲
　

さ
ん

Ａ
誕
生
占
め
て
こ
う
ご
ぜ
い
書
寸

（愛
宕
、
雅
史

・
久
美
子
さ
ん
）

全

之
町
、
玲

・
明
美
さ
ん
）

（小
坂
、
８９
歳
）

（宮
林
、
７４
歳
）

日 受 付 時 間 内  科 外  科

6①
12:00  ～ 18:00

18:00～翌朝 6:00

城 内 病 院

六 日 町 病 院

囲 775-2009

圃 772-7111

六 日 町 病 院

六 日 町 病 院

70
9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝 6:00
休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

圃 773-6688

団 777-2111

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和象懲合病院

13① 12:00  ～ 18:00
18:00～翌朝6:∞

内  病  院
町  病  院

団 776-2015

国'772-7111
坂 六 日 町 病 院

六 日 町 病 院

140 9100  - 16:00
18:00～翌朝 6:00

団 773-6688

圏躙″-2111
休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合癌院

150 9:00  ～ 16:00
18:00～翌朝 6:00

圃773〒 6688

団 772-7111

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

200 12:00  
ヘツ 18:00

18:00～翌朝 6:00
団778-0088

圃解 -21■
萌 気 園二 日町診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

ゆきぐに大和総合病院

210 9:00  - 16:00
18:00～翌朝6:(Xl

、図773=6688

囲竹2-71■
休 日 救 急 診 療 所

六  日 町  病 マ院
休 日 救 急 診 療 所

六 日 町 病 院

23● 9:00  ～ 16:00

18:00～翌朝6:_00

囲 773-6688

囲留 -21■
休 日 救 急 診 療―̂所

ゆきぐに大和総合病院

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

27① 12:00  ～ 18:00
18:(X)～翌朝 6:∞

圃 780-6543

団 772-71■

保 健 医 療 セ ン タ ー

六  日 町 ・病  院
六  日」 町  病 /院
六  日 町  病  院

280 9100  ～ 16:00
18:(Xl～翌朝 6:00

団 773-6688

団石7-2111
休 日救 急 診 療 所
ゆきぐに大和総合病院

休 日 救 急 診 療 所

ゆきぐに大和総合病院

ヒ

申

し

ま

0                      ●

棒え谷え滉奉
皆さん、ぜひおいでください。

【日時】 9月 6日 (上 )午後6時～
※雨天決行

【会場】 セーナインフジヤ駐車場

【内容】 夜店・カラオケ・踊り

(豊年万作 B家内安全)
0                     ●

鰺時の第霰鰺
7月届出分 8月 1日現在  価年士ヒ)

出生

死亡

転入

転出

5

8

19

25

男   4,356

女   4,545

3+   8,901

世帯  3,158

(- 60)

(- 44)

(-104)

(- 9)
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